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宅
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一
没
後
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年
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出
版

﹇
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版
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◉揃定価──── 40,000円＋税

全

2
巻

「
一
億
総
白
痴
化
」「
駅
弁
大
学
」を
は
じ
め
と
す
る
数
々

の
流
行
語
を
生
み
だ
し
、「
マ
ス
コ
ミ
の
王
様
」と
呼
ば

れ
た
国
民
的
評
論
家
・
大
宅
壮
一（
一
九
〇
〇
〜
一
九
七
〇
）。

そ
の
大
宅
が
激
動
の
同
時
代
を
論
評
し
た
、「
サ
ン
デ

ー
時
評
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』連
載
一
九
六
五
年
一
〇
月
一
七
日
号
〜
一

九
七
〇
年
一
一
月
一
日
号
）。

大
宅
評
論
の
集
大
成
で
あ
り
な
が
ら
も
全
集
未
収
録

多
数
の「
サ
ン
デ
ー
時
評
」全
二
四
四
回
を
没
後
五
〇

年
目
に
初
め
て
編
集
・
復
刻
！

公益財団法人大宅壮一文庫提供



関
連
年
表

年

月

事
項

1
9
0
0

9

大
阪
府
富
田
村
（
現
・
高
槻
市
）
の
醤
油
屋
に
三
男
と

し
て
誕
生

1
9
1
9

9

旧
制
第
三
高
等
学
校
文
科
乙
類
入
学

1
9
2
2

4

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
社
会
学
科
入
学

1
9
2
6

12
「
文
壇
ギ
ル
ド
の
解
体
期
─
大
正
十
五
年
に
於
け
る
我

が
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
断
面
」を『
新
潮
』に
発
表

1
9
3
0

2
『
文
学
的
戦
術
論
』（
中
央
公
論
社
）刊
行

8
『
モ
ダ
ン
層
と
モ
ダ
ン
相
』（
大
鳳
閣
書
房
）刊
行

1
9
3
3

3

雑
誌『
人
物
評
論
』
創
刊

1
9
5
5

5
「﹁
無
思
想
人
﹂
宣
言
」を『
中
央
公
論
』に
発
表

10
『
世
界
の
裏
街
道
を
行
く
』（
文
藝
春
秋
新
社
）刊
行

1
9
6
3

1
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
に
「
炎
は
流
れ
る　

明
治
と
昭
和
の

谷
間
」
連
載
開
始

1
9
6
4

10

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
東
海
道
新
幹
線
開
通

1
9
6
5

3

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
勃
発

4
「
マ
ス
コ
ミ
に
お
け
る
評
論
活
動
生
活
五
十
年
」
で
第

一
三
回
菊
池
寛
賞
受
賞

10
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』に「
サ
ン
デ
ー
時
評
」
連
載
開
始

1
9
6
6

5

中
国
、
文
化
大
革
命
開
始

9
「
大
宅
考
察
組
」（
大
宅
壮
一
・
大
森
実
・
梶
山
季
之
・

藤
原
弘
達
・
三
鬼
陽
之
助
・
小
谷
正
一
・
秦
豊
）、
中
国

訪
問

1
9
6
7

1
「
大
宅
壮
一
東
京
マ
ス
コ
ミ
塾
」開
塾

4

美
濃
部
亮
吉
東
京
都
知
事
、
初
当
選

6

第
3
次
中
東
戦
争
勃
発

1
9
6
8

5

日
大
で
全
学
共
闘
会
議
結
成

1
9
6
9

1

東
大
安
田
講
堂
事
件

6

経
済
企
画
庁
、
日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
世
界
第
２
位
と
発
表

7

ア
ポ
ロ
11
号
初
月
面
着
陸

9
「
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
」
創
設
を
文
藝
春
秋

社
長
が
発
表

1
9
7
0

3

赤
軍
派
、
日
航
機
「
よ
ど
号
」ハ
イ
ジ
ャ
ツ
ク

3

日
本
万
国
博
覧
会（
大
阪
万
博
）開
催

11

心
不
全
の
た
め
永
眠（
享
年
70
歳
）

11

三
島
由
紀
夫
、
自
衛
隊
市
ヶ
谷
駐
屯
地
で
割
腹
自
殺

1
9
7
1

5

財
団
法
人
大
宅
文
庫
（
現
・
公
益
財
団
法
人
大
宅
壮
一

文
庫
）設
立

1
9
8
2

9
『
大
宅
壮
一
全
集
』、
全
30
巻
・
別
巻
1
巻
完
結
（
蒼
洋

社
刊
）

大
宅
壮
一
は
昭
和
を
代
表
す
る
国
民
的
評
論
家
で
あ
る
。
昭

和
初
年
に
自
ら
編
集
発
行
し
た
『
社
会
問
題
講
座
』
全
一

三
巻
（
新
潮
社
、
一
九
二
六
〜
一
九
二
七
）
の
大
成
功
で
名
を
挙
げ
て

以
降
、
一
九
七
〇
年
に
没
す
る
ま
で
膨
大
な
時
評
を
書
き
残
し
た
。

「
カ
ラ
ス
の
鳴
か
ぬ
日
は
あ
っ
て
も
、
大
宅
壮
一
の
声
を
聞
か
ぬ
日

は
な
い
」（
浅
沼
稲
次
郎
）と
は
、
ま
さ
に
至
言
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

大
宅
の
時
評
を
避
け
て
昭
和
史
を
論
じ
る
こ
と
な
ど
到
底
不
可

能
で
あ
る
。
私
自
身
、『﹃
キ
ン
グ
﹄
の
時
代
─
─
国
民
大
衆
雑
誌

の
公
共
性
』で
は「
講
談
社
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
挑
戦
す
る
」（『
経

済
往
来
』
一
九
三
五
年
八
月
号
）
を
、
あ
る
い
は
『
テ
レ
ビ
的
教
養

─
─
一
億
総
博
知
化
へ
の
系
譜
』
で
は
「
マ
ス
・
コ
ミ
の
白
痴
化
」

（『
東
京
新
聞
』一
九
五
六
年
一
一
月
七
日
）
を
議
論
の
起
点
と
し
て
引

用
し
た
。

最
近
、
阪
本
博
志『
大
宅
壮
一
の「
戦
後
」』（
人
文
書
院
、
二
〇
一

九
年
）
を
読
ん
で
驚
嘆
し
た
。
ま
だ
こ
ん
な
に
も
全
集
未
収
録
の

重
要
資
料
が
残
っ
て
い
た
の
か
、
と
。
い
わ
ゆ
る
大
宅
マ
ス
コ
ミ

塾
の
弟
子
筋
が
編
纂
し
た
『
大
宅
壮
一
全
集
』（
蒼
洋
社
）
は
全
三

〇
巻
と
壮
観
だ
が
、「
全
集
」と
呼
ぶ
に
は
な
お
遺
漏
が
多
い
。
阪

本
氏
は
新
著
巻
末
に
、
大
宅
が『
週
刊
朝
日
』『
週
刊
文
春
』『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』『
週
刊
娯
楽
よ
み
う
り
』『
週
刊
コ
ウ
ロ
ン
』な
ど
に
連

載
し
た
記
事
や
対
談
の
総
目
録
を
収
め
て
い
る
。「
サ
ン
デ
ー
時

評
」
に
つ
い
て
も
、
全
集
版
に
未
収
録
の
重
要
記
事
は
少
な
く
な

い
。
阪
本
氏
に
よ
っ
て
編
集
・
解
題
さ
れ
る
復
刻
版
『
サ
ン
デ
ー

時
評
』
は
、「
昭
和
元
禄
年
代
記
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
史
や
昭
和
史

の
研
究
者
が
座
右
に
備
え
る
決
定
版
で
あ
る
。

戦
後
大
衆
文
化
や
松
本
清
張
を
専
門
と
し
て
い
る
の
で
、
大

宅
壮
一
の
仕
事
と
出
く
わ
す
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
戦
後
を
代
表
す
る
と
い
う
点
で
は
清
張
と
と
も
に
双
璧
と

も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
大
宅
へ
の
注
目
や
言
及
の
少

な
さ
に
は
か
ね
て
か
ら
疑
問
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
も
そ
れ
ら
は

関
係
者
に
よ
る
回
想
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
第
三
者

に
よ
る
研
究
的
な
そ
れ
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。

そ
ん
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
、『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
編
集
部
の

岡
本
潤
さ
ん
が
「
戦
後
大
衆
文
化
と
文
学
」
と
い
う
意
欲
的
な
特

集（
二
〇
〇
八
年
三
・
四
月
号
）を
企
画
し
た
時
、
私
が
ま
っ
さ
き
に

思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
の
は
、
誰
が
、
ど
ん
な
、
大
宅
論
を
書
い
て

く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
ま
わ

り
の
期
待
に
こ
た
え
て
「
大
宅
壮
一
研
究
序
説
」
と
い
う
画
期
的

な
大
宅
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
、
本
企
画
の
責
任
者
で
あ

る
阪
本
博
志
氏
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

阪
本
氏
の
大
宅
研
究
は
そ
の
後
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、

『
大
宅
壮
一
の
「
戦
後
」』
と
い
う
労
作
に
結
実
し
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
に
続
く
か
の
よ
う
に
、
こ
の
た
び「
サ
ン
デ

ー
時
評
」
復
刻
版
が
大
宅
没
後
五
〇
年
の
記
念
と
し
て
出
版
さ
れ

る
と
い
う
。「
サ
ン
デ
ー
時
評
」に
は
私
も
幾
度
と
な
く
お
世
話
に

な
っ
た
が
、
大
宅
最
晩
年
の
作
で
あ
り
な
が
ら
、
テ
ー
マ
も
の
の

著
作
と
は
ち
が
っ
て
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
総
花
的
に

言
及
し
た
賑
わ
い
が
持
ち
味
で
あ
り
、
久
々
の
大
宅
紹
介
本
と
し

て
本
書
に
勝
る
も
の
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
サ
ン
デ
ー

時
評
」復
刻
版
を
推
す
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

「
昭
和
元
禄
年
代
記
」

と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
資
料

佐
藤
卓
己
◉
京
都
大
学
大
学
院
教
授

「
サ
ン
デ
ー
時
評
」

復
刻
版
を
推
す

藤
井
淑
禎
◉
立
教
大
学
名
誉
教
授

推 薦 し ま す
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公
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准
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授
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大
宅
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一
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」』（
人
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書
院
刊
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者
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◉
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授
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◉
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文
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刊
行
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月

（
巻
頭
に
解
題
・
巻
末
に
主
要
人
名
索
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　＝阪
本
博
志
）

大
宅
壮
一
没
後
50
年
記
念
出
版

﹇
編
集
復
刻
版
﹈

全

2
巻

◆
編
・
序
文
＝
竹
村
民
郎

◆
解
説
＝
古
川
誠
・
稲
賀
繁
美

◆
年
表
＝
永
岡
崇

敗
戦
直
後
と
高
度
経
済
成
長
到
達
の
は
ざ
ま
に
生
ま
れ

た
、
一
九
五
〇
年
代
の
若
い
世
代
の
生
活
記
録
！

女
性
も
含
め
た
労
働
者
や
会
社
員
た
ち
の
手
に
よ
る
、

「
自
分
の
仕
事
や
生
活
を
綴
る
こ
と
」＝「
歴
史
を
叙
述
す

る
こ
と
」
の
実
践
記
録
。

「
母
の
歴
史
」「
サ
ー
ク
ル
村
」
に
な
ら
ぶ
、
全
国
で
展

開
さ
れ
た
戦
後
文
化
運
動
と
し
て
、
地
に
足
を
つ
け
た
サ

ー
ク
ル
運
動
の
貴
重
な
足
跡
を
編
集
復
刻
！

◉
体
裁
│
│
Ｂ
５
判
／
上
製
／
総
約
１
、７
０
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
│
８
０
、０
０
０
円
＋
税
（
全
２
回
配
本
）

◉
推
薦
│
│
岩
井
忠
熊
・
鳥
羽
耕
史

第
１
回
配
本
　
２
０
１
７
年
11
月
刊

本
体
４
０
、０
０
０
円
＋
税
　ISBN

978-4-86617-035-0

第
２
回
配
本
　
２
０
１
８
年
５
月
刊

本
体
４
０
、０
０
０
円
＋
税
　ISBN

978-4-86617-038-1

「
職
場
の
歴
史
」関
係
資
料
集
成

全
４
巻

◆
著
＝
藤
野
豊

合
理
化
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
失
業
し
、

悲
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
炭
鉱
労
働
者
と
そ
の
家
族
に

対
し
て
、
世
論
を
動
か
し
「
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
」

を
と
も
か
く
も
成
立
さ
せ
る
ま
で
の
15
年
間
を
踏
査
。

◉
体
裁
│
│
Ａ
５
判
／
上
製
／
３
６
０
ペ
ー
ジ

◉
定
価
│
│
２
、８
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
９
月
刊
　ISBN

978-4-86617-079-4

「
黒
い
羽
根
」の
戦
後
史

│
炭
鉱
合
理
化
政
策
と
失
業
問
題

既
刊
図
書
の
ご
案
内

第
１
巻

１
９
６
８
年
１
月
〜
70
年
11
月

第
２
巻

1965年10月、茨木高校創立七十周年祝賀大会で川端康成（左端）と講演
（大阪府立茨木高等学校久敬会提供）｠｠


